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昭
和
5
8
年
第
四
回
定
例
会
が
、
H
月
1
0
日
か
ら
2
9
日
ま
で
、
二
卜
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
本
会
議
で
は
、
各
会
派
の
代
友
質
問
が
、
二
日
目
に
は
几
人
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
区
長
か
ら
5
7
年
度
決
算
を
初
め
と
す
る
十
三
件
の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
、
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●
5
7
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定

　
ー
関
係
記
事
は
2
～
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

●
5
8
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
次
）

　
衆
議
院
議
員
選
挙
の
執
行
に
必
要
な
予
算
一
億

　
二
一
、
三
じ
万
五
千
円
を
追
加
し
た
。
補
正
後
の

　
予
算
額
は
次
の
と
お
り
．

　
　
　
　
　
　
、
一
二
一
億
じ
瓦
九
一
．
万
二
千
円

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
一
二
件

○
瀬
田
中
学
校
格
技
室
・
フ
ー
ル
増
改
築
工
事

　
契
約
金
獺
口
四
億
三
三
〇
〇
万
円
　
L
期
0
6
0

　
年
3
月
1
5
日
　
鉄
骨
鉄
筋
（
一
部
鉄
筋
）
コ
ン
ク

　
リ
ー
ト
造
四
階
建
（
格
技
室
、
ブ
ー
ル
、
会
議

室
な
ど
）

の

仮
称
尾
山
台
地
域
体
育
館
新
築
工
事

　
契
約
金
額
口
、
一
億
二
三
八
0
万
円
　
L
期
1
1
59

　
年
1
2
月
8
日
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
一
部
鉄

　
骨
）
造
．
一
階
建
（
体
育
室
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、

　
学
童
ク
ラ
ブ
室
な
ど
）

O
仮
称
代
田
南
地
区
会
館
新
築
工
事

　
契
約
金
額
H
一
億
六
〇
瓦
の
万
円
　
工
期
H
5
9

　
年
9
月
1
4
口
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
、
階
建

　
（
大
広
間
、
会
議
室
、
談
話
室
、
学
童
ク
ラ
ブ
室
、

　
図
書
室
な
ど
）

●
条
倒
の
一
部
改
正
　
五
件

○
地
区
会
館
条
例

　
中
里
地
区
会
館
（
L
馬
一
．
丁
目
2
4
1
1
7
）
を
新

　
設
し
た
。

⇔
高
額
療
養
費
等
資
金
貸
付
基
金
条
例

　
基
金
の
額
を
四
り
り
∩

万
円
（
現
行
三
ロ
〇
O

　
万
円
）
に
引
き
上
げ
た
。

O
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
条
例

　
鳥
山
福
祉
作
業
所
（
北
鳥
山
一
丁
目
2
9
－
1
5
）

　
を
新
設
し
た
．

⇔
国
民
健
康
保
険
条
例

　
保
険
料
の
最
高
限
度
額
を
、
一
レ
八
万
円
（
現
行

　
二
卜
六
万
円
）
に
引
き
上
げ
た
。
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④
0
．
⑥
⑦
⑧

○
保
健
所
条
例

　
梅
丘
保
健
所
を
松
原
六
丁
目
3
－
5
に
移
転
し

　
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
十
五
名
の
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
本
年
3
月

　
に
任
期
の
切
れ
る
次
の
四
名
を
法
務
大
臣
あ
て

　
に
丙
推
薦
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
概
熾
　
薩
、
螂
（
上
馬
四
丁
目
1
2
1
3
　
7
9
歳

　
　
　
　
　
　
東
泉
育
成
園
理
事
長
）

　
虚
繊
　
翻
献
（
奥
沢
六
丁
目
8
－
7
　
7
3
歳

　
　
　
　
　
　
弁
護
士
）

　
中
村
藤
太
郎
（
成
城
六
丁
目
21

！
2
1
　
7
6
歳

　
　
　
　
　
　
大
学
教
授
）

　
し
．
㌧
せ
　
　
か
オ
．
㌔

　
村
瀬
　
和
子
（
三
軒
茶
屋
二
丁
目
6
－
3

　
　
　
　
　
　
6
3
歳
無
職
）

●
特
別
委
員
会
委
員
の
所
属
変
更

　
長
谷
川
七
郎
議
員
（
民
柱
）
が
下
水
道
促
進
委
員

　
会
か
ら
交
通
対
策
委
員
会
に
、
高
木
正
忠
畿
員

　
（
民
社
ク
）
が
交
通
対
策
委
員
会
か
ら
下
水
道
促

　
進
委
員
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
を
変
更
し
た
。

　
高
木
正
忠
議
員
が
民
社
党
を
離
れ
て
、
新
た
に

民
社
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
区
議
会
の
会
派
構
成
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
　
　
　
　
　
　
二
十
六
人

公
明
党
　
　
　
　
　
　
九
人

日
本
共
産
党
　
　
　
　
　
　
　
六
人

日
本
社
会
党
　
　
　
　
　
　
　
　
六
人

民
社
党
　
　
　
　
　
　
一
、
天

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
　
　
三
人

民
社
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
一
人

生
活
ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人

　
●
負
担
附
贈
与
の
受
け
入
れ

　
　
桜
丘
南
児
童
遊
園
（
桜
丘
三
r
目
4
1
8
）
の

　
　
土
地
を
都
か
ら
無
償
で
受
け
入
れ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
正
忠
議
員
（
民
社
ク
）
が
交
通
対
策
特
別
委

　
●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
長
を
辞
任
し
、
新
た
に
長
谷
川
ピ
郎
議
員
（
民

　
　
所
伍
地
H
桜
L
水
．
丁
目
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
）
が
同
委
員
艮
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
　
延
長
H
六
四
・
じ
一
m
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決製騰号もく’じ

碗騨灘の擁
8局撫議のあらまし
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
区
民
の
皆
様
に
は
、
心
新
し
く
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
の
区
民
意
識
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
区

民
の
八
四
％
、
つ
ま
り
丘
人
の
う
ち
四
人
の
方

方
が
、
現
在
住
ん
で
い
る
地
域
に
住
み
続
け
た

い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
”
ま
た
、
”
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
”
の
全

国
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
世
田
谷
が
鎌
倉
に
次
い

で
、
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
恵
ま
れ
た
住
環
境
を
守
り
、
区
民
の
皆

様
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
区

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
最
大
の
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
．

　
区
で
は
、
街
づ
く
り
条
例
を
制
定
し
て
居
住

環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
よ
り
よ
く
し
て
い

く
地
域
活
動
を
盛
り
あ
げ
る
な
ど
「
ま
ち
づ
く

卸

議
長
山
口
昭

り
」
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
は
、
以
前
よ
り
準
備
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
区
民
健
康
村
や
美
術
館
な
ど
の
大

規
模
事
業
が
具
体
的
に
動
き
始
め
る
重
要
な
年

で
あ
り
ま
す
。

　
2
1
世
紀
に
向
け
て
、
文
化
の
か
お
り
高
い
、

住
み
よ
い
世
田
谷
の
実
現
に
向
け
、
区
民
の
皆

様
の
6
意
児
を
セ
分
区
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く

議
員
全
員
が
力
を
△
口
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
む
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
実
り
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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環境費
47｛、意82万円

4．5％

公債費
52億5235
5。0％

その他
31イ、意1244万円

3．0％

民生費
307億3323万
29．5％

一般会計の内訳

総務費
87促蜜4736フ：fP

8．4％

歳出
二L木費

96f意3916■万F】

9．2％

5
縫

教育費
i34億26王7万
12、9％

、
窃
鋤

職員費
286億9081万円
27．5％

が

琶世

盆

蛎蚤
■

電．濠嬢

　
昭
和
5
7
年
度
の
各
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
総
額
は
約
］
千
三
百
億
円
で
、

各
会
計
の
決
算
額
な
ど
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
決
算
の
審
議
に
あ
た
っ
て
、
議
長
及
び
二
人
の
監
査
委
員
を
除
く
五
十
二
入
の
委
員
で

構
成
す
る
「
決
算
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
n
月
16
日
か
ら
七
日
問
に
わ
た
っ
て
、
各
部
門
ご
と
に
き
め
細
か
な
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
紙
面
の
都
合
で
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
四
、
五
ぺ
ー
ジ
に
、
決
算
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
を
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
。

特別区税
599｛態16877511

55．6％
歳入

譲
勤

都支出金
35億3562万円

　　その他
　　134億4626万
　　12，5％

諸収入

116億1984万円
10．8％

峯懸驚

も

特別区交付金、
77億1460万円
7．1％

国庫支出金
114億9989万円
10．7％

潔

・
ご

く
、
ノ

　　　　　ム　　冒罵F

起立採決の模様（決算特別委員会で

昭和57年度各会計決算一覧

歳入決算額 伸び率 歳出決算額 伸び率 差　　　　　額

一　般　　会　　計
　　　　　　　　円
lO77億3308万5772

　％
8．0

　　　　　　　　円
1043億0234万4966

　％
6．3

　　　　　　　円
34億3074万0806

国民健康保険事業会計 223億3581万9664 8．0 219億0898万4247 6．3 4億2683万5417

老人保健医療事業会計 13億2663万8307
一 12億1613万7745

一 1億1050万0562

中学校給食費会計 7億9156万5675 △2．0 7億9014万1073 △1．6 142万4602

計 1321億8710万9418 9．0 1282億1760万8031 7．3 39億6950万1387

注）1．老人保健医療事業会計は57年度に新設

　　2．△印はマイナスを示す。
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一
　
＝
曙

行
財
政
の
進
め
方

を
め
ぐ
っ
て

自
由
民
主
党

○
市
制
の
早
期
実
現

○
国
際
化
時
代
へ
の
対
応

○
区
政
へ
の
民
問
的
経
営
理
念
の
導
入

○
受
益
者
負
担
の
積
極
的
導
入

O
健
康
村
や
美
術
館
建
設
の
取
組
み
姿
勢

○
サ
ー
ビ
ス
公
社
の
機
能
充
実

0
公
平
な
発
注
に
よ
る
区
内
業
者
の
育
成

○
職
員
の
窓
口
応
対
の
改
善
と
研
修
の
充
実

O
投
票
率
向
上
の
た
め
の
不
在
者
投
票
所
の
増
設

○
区
の
資
金
の
効
率
的
な
運
用

公
明
党

O
今
後
の
財
政
運
営
に
臨
む
取
組
み
姿
勢

○
若
年
層
へ
の
文
化
施
策
の
充
実

○
職
業
学
校
進
学
者
へ
の
融
資
制
度
の
新
設

○
都
の
事
業
と
の
連
携
強
化

○
サ
ラ
金
相
談
の
充
実

日
本
共
産
党

○
区
民
要
望
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
姿
勢
の
確
立

○
情
報
公
開
の
制
度
化

O
サ
ラ
金
新
法
の
区
民
へ
の
周
知
徹
底

○

民
間
委
託
と
機
械
化
に
よ
る
弊
害
の
認
識

旦
傘
社
会
党

○
情
報
公
開
制
度
の
早
期
実
現

O
美
術
館
へ
の
美
術
史
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

○
職
員
の
定
年
制
実
施
へ
向
け
て
の
対
応

O
職
員
の
資
質
向
上
と
導
門
職
の
育
成

民
社
党

○
国
の
減
税
に
よ
る
区
へ
の
影
響

○
機
械
化
や
民
問
委
託
に
よ
る
効
率
的
行
政
運
営

○
職
員
の
定
年
制
実
施
へ
の
取
組
み
姿
勢

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

O
特
別
区
制
度
の
早
期
改
革

○
川
場
村
と
、
般
区
民
と
の
交
流
計
画

○
美
術
館
の
収
蔵
作
品
の
収
集
方
式
の
改
善

民
社
ク
ラ
ブ

0
組
織
改
正
後
の
成
果
と
今
後
の
一
層
の
充
実

区
民
生
活
の
向
上

を
め
ぐ
つ
て

57

年
度
決
算
の

あ
ら
ま
し

　
委
員
会
で
の
審
査
に
先
立
ち
、
57
年
度
決
算

の
概
要
が
次
の
と
お
り
説
明
さ
れ
た
。

　
57
年
度
の
景
気
圓
復
は
き
わ
め
て
緩
慢
で
、

国
や
地
方
の
財
政
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

　
そ
こ
で
、
国
や
都
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な

「
が
ら
、
財
源
の
把
握
に
極
力
努
め
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
運
用
す

い
る
こ
と
を
基
．
本
と
し
て
、
実
施
計
圃
を
中
心
と

す
る
施
策
の
実
現
に
努
め
た
。

　
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
最
終

的
に
は
一
千
八
十
五
億
六
百
万
円
と
な
り
、
前

『
年
度
に
比
べ
て
七
・
九
％
の
増
と
な
っ
た
。
ま

た
、
実
質
収
支
は
三
十
億
六
千
三
百
万
円
の
大

幅
増
と
な
り
、
単
年
度
収
支
も
黒
字
に
転
じ
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
基
本
財
源
と
な
る
特
別
区
税

一
が
九
・
二
％
伸
ぴ
、
一
方
、
歳
出
面
で
は
、
産
．

業
経
済
費
が
四
〇
・
四
％
の
伸
ぴ
を
見
せ
た
。

自
由
民
主
党

○

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
改
藩
さ
れ
た
窓
口
の
P
R

O
保
養
所
の
申
込
み
方
法
の
改
蕩

○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
見
直
し

○
出
張
所
単
位
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙
へ
の
援
助
拡
大

○
商
店
へ
の
指
導
・
助
成
の
強
化

○
区
民
農
園
の
増
設
と
適
切
な
管
理
の
指
導

○
朝
市
の
一
層
の
充
実

○
緑
の
積
極
的
な
拡
大

○
き
め
細
か
な
防
災
対
策
の
推
進

○

多
摩
川
浄
化
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

公
明
党

O
区
民
施
設
の
運
営
の
適
正
化

○
砧
南
地
域
へ
の
区
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設

O
区
営
葬
祭
場
の
建
設
促
進

0
樹
木
の
育
成
と
公
共
施
設
の
緑
化
推
進

○
乾
庵
池
公
害
へ
の
強
力
な
取
組
み

目
本
共
産
党

○
効
果
的
な
区
民
施
設
の
整
備

○
中
小
建
設
業
振
興
の
た
め
の
施
策
の
強
化

○
河
川
浄
化
と
緑
化
推
進
へ
の
強
力
な
取
組
み

○
幹
線
道
路
沿
い
で
の
公
害
測
定
の
充
実

日
本
社
会
党

O
佐
民
票
閲
覧
制
度
の
見
直
し

○
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
制
度
へ
の
公
募
制
の
導
入

O
全
区
民
に
よ
る
緑
化
活
動
の
推
進

○
地
下
水
汚
染
防
止
へ
の
強
力
な
取
紺
み

民
社
党

○
ま
ち
づ
く
り
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
出
張
所

　
機
能
の
拡
大
（
弄
算
・
権
限
の
移
譲
、
区
政
に

　
精
通
し
た
職
員
の
配
置
、
次
長
の
増
員
な
ど
）

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

○
市
民
大
学
の
位
置
づ
け
と
経
費
の
見
直
し

○
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
の
選
出
方
法
の
改
善

○
防
災
備
蓄
食
料
の
有
効
利
用

民
社
ク
ラ
ブ

○
中
高
層
建
築
物
の
屋
L
を
活
用
し
た
緑
化
推
進

福
祉
・
保
健
の
充
実

を
め
ぐ
っ
て

自
由
民
主
党

○
今
後
の
老
人
施
策
の
あ
り
方

○

障
害
者
施
策
で
の
ブ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

○
障
害
者
の
歯
科
診
療
の
拡
充

○
聴
力
障
需
者
の
意
思
伝
達
手
段
の
充
実

○
視
力
障
害
者
が
歩
行
し
や
す
い
道
路
の
整
備

○
生
活
保
護
制
度
の
適
切
な
運
用

○
健
康
手
帳
の
記
載
内
容
の
充
実

○
痴
果
性
老
人
の
発
生
f
防
策
の
促
進

○
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
受
診
者
の
拡
大

0
医
療
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
創
設

公
明
党

○
老
人
用
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
人

り
老
人
専
用
住
宅
の
増
設

○
車
い
す
の
夜
問
通
行
で
の
安
全
簾

○
緊
急
、
時
保
育
の
拡
充

○
健
康
な
子
を
産
む
た
め
の
保
健
所
事
業
の
充
実

日
本
共
産
党

O
生
業
資
金
貸
付
対
象
者
の
拡
大

Q
圓
保
保
険
料
の
軽
減

○
延
長
保
育
の
実
現
と
勤
労
婦
人
対
策
の
推
進

○
学
童
ク
ラ
ブ
人
所
希
望
者
へ
の
積
極
的
な
対
応

日
本
社
会
党

○
障
害
乳
幼
児
育
成
相
談
の
充
実

○
地
域
で
の
δ
少
年
活
動
の
活
発
化

○
食
品
添
化
物
表
示
へ
の
区
の
監
視
態
勢
の
強
化

○
精
神
病
患
者
の
社
会
復
帰
促
進
事
業
の
拡
充

民
社
党

○
障
害
者
施
策
の
推
進
（
実
態
の
正
確
な
把
握
、

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
、
作
業
所
の
作
業
時
間
の

　
改
善
と
年
業
内
容
の
充
実
な
ど
）

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

○
青
少
年
の
健
全
育
成
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

○
婦
人
対
策
の
一
層
の
充
実

0
妊
婦
へ
の
精
神
面
の
教
膏
の
充
実

民
社
ク
ラ
ブ

O
障
害
者
団
体
主
催
行
事
へ
の
援
助
拡
大

都
市
整
備
の
推
進

を
め
ぐ
つ
て

自
由
民
主
党

○
街
づ
く
り
へ
の
強
力
な
取
組
み

〇
三
軒
茶
屋
再
開
発
で
の
住
民
へ
の
周
知
徹
底

O
用
地
取
得
事
務
の
専
門
業
者
へ
の
委
託

Q
小
田
急
線
高
架
化
の
早
期
実
現

O
放
置
自
転
車
対
策
で
の
住
民
協
力
の
確
保

○
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
化
の
推
進

O
道
路
整
備
の
促
進
と
交
通
体
系
の
整
備

O
下
水
道
事
業
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

○
公
園
の
樹
木
の
適
正
管
理

0
悪
質
な
ミ
ニ
開
発
へ
の
対
策
強
化

公
明
党

O
区
内
西
部
地
域
の
居
住
環
境
の
整
備
促
進

O
世
田
谷
郵
便
局
跡
地
の
今
後
の
利
用
方
針

O
放
置
自
転
車
対
策
へ
の
強
力
な
取
組
み

O
下
水
道
整
備
計
画
の
区
民
へ
の
周
知
徹
底

O
世
田
谷
公
園
へ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
設
置

日
本
共
産
党

O
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
街
づ
く
り
の
推
進

O
総
合
的
な
治
水
対
策
の
促
進

O
雨
水
の
地
下
浸
透
升
活
用
の
指
導
強
化

O
古
墳
公
園
の
設
置

日
本
社
会
党

○
住
民
自
治
の
本
旨
に
沿
っ
た
街
づ
く
り
の
推
進

★★★★索★★★★★禽★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★青★貞

襟

一
≡
　
闘

○
街
づ
く
り
へ
の
住
民
と
職
員
の
意
識
の
高
揚

O
小
田
急
線
立
体
化
問
題
へ
の
慎
重
な
対
応

O
建
築
紛
争
で
の
区
の
指
導
力
強
化

民
社
党

O
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
へ
の
対
応
策

O
美
術
館
建
設
に
伴
う
駐
嘩
場
と
道
路
の
整
備

○
環
7
沿
道
整
備
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

O
水
と
緑
と
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
ヘ
の
対
応
策
の
確
立

O
小
田
急
線
高
架
化
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

民
社
ク
ラ
ブ

○
小
田
急
線
高
架
化
の
促
進

教
育
環
境
の
整
備

を
め
ぐ
っ
て

自
由
民
主
党

○
学
校
。
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
の
推
進

O
教
育
委
員
会
の
街
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
関
与

○
学
校
警
備
の
民
問
委
託
の
促
進

○
学
校
施
設
改
善
の
た
め
の
十
分
な
予
算
措
置

O
臨
海
学
園
の
拡
充

O
学
校
で
の
ガ
ス
漏
れ
や
漏
水
の
防
止

○
各
学
校
の
特
色
を
伸
ば
す
た
め
の
施
策
の
充
実

O
非
行
の
事
前
防
止
へ
の
努
力

O
教
師
研
修
の
内
容
充
実

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
損
害
賠
償
保
険
制
度
の
創
設

公
明
党

0
幼
児
教
育
の
一
層
の
充
実

○
児
童
数
減
少
に
伴
う
空
き
教
室
の
活
用

O
人
命
尊
重
の
教
育
と
性
教
育
の
推
進

○
非
行
化
防
止
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

O
海
外
交
流
の
拡
大

日
本
共
産
党

O
学
校
へ
の
司
書
教
諭
の
配
置

O
遺
跡
発
掘
な
ど
へ
の
児
童
。
生
徒
の
参
加
促
進

○
柱
会
教
育
団
体
の
積
極
的
な
育
成

O
社
会
体
育
事
業
の
委
託
化
へ
の
慎
重
な
検
討

日
本
社
会
党

○
盛
大
過
ぎ
る
学
校
周
年
行
事
の
自
粛

○
海
外
帰
国
子
女
教
育
の
一
層
の
充
実

O
学
級
定
数
の
削
減
に
よ
る
教
育
の
充
実

0
街
づ
く
り
へ
の
青
少
年
の
参
加
促
進

民
社
党

O
都
か
ら
の
教
育
事
務
。
権
限
の
移
管
促
進

○
中
学
生
を
対
象
に
し
た
施
策
・
施
設
の
充
実

○
文
化
財
と
名
所
・
旧
跡
の
案
内
板
の
設
置

無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ

O
熱
意
あ
る
教
師
の
養
成

O
乳
幼
児
を
持
つ
母
親
教
育
の
強
化

○
社
会
教
育
活
動
へ
の
若
者
の
参
加
促
進

民
社
ク
ラ
ブ

0
教
師
の
違
法
な
政
治
活
動
へ
の
厳
正
な
対
処

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
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★
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★
★
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★
★
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★
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★

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入
で

窓
口
を
改
善

　
経
済
の
低
迷
が
長
引
く
な
ど
、
区
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
「
実
現
の
時
代
」

の
一
年
目
と
し
て
、
諸
施
策
の
推
進
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
行
政
管
理
庁
が
行
っ
た
行
政
機
関
の

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
福

祉
事
務
所
や
保
健
所
、
区
役
所
は
「
よ
い
印
象
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
常
々
、
窓
ロ
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
当

区
に
と
っ
て
、
大
変
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
、
n
月
か
ら
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
を
導
入
し
て
、
管
轄
区
域
に
と
ら

わ
れ
な
い
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
初
か
ら
多
く
の
利
用
が
あ
り
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
が
一
層
向
上
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
出
張
所
か
ら
遠
い
地
域
へ
の
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
努
め
る
た
め
、
フ
ァ
ク
シ
、
・
、
リ

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
5
9
年
度
を
目
途
に
二
子
E
川

駅
周
辺
へ
の
設
轟
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
梅
丘
保
健
所
は
、
12
月
中
旬
に
新
庁
舎
に
移

転
し
て
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
新
庁
舎
は
、
利

便
性
、
地
域
特
性
を
十
分
に
生
か
し
て
交
流
の

場
を
設
け
、
で
き
る
限
り
区
民
に
開
放
し
て
い

き
ま
す
。
区
民
と
区
政
の
協
力
で
行
う
”
地
域

の
良
好
な
福
祉
、
環
境
づ
く
り
”
の
推
進
に
十

分
役
甑
つ
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

跡
地
に
は
乳
幼
児
育
成
相
談
所
を
移
転
し
て
、

事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
良
好
な
環
境
の
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
道
路
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
も
、
区
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
生
活

道
路
の
整
備
は
特
に
重
要
で
す
。
調
整
計
画
で

も
”
人
問
巾
心
の
道
路
づ
く
り
”
を
提
案
し
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
最
も
道
路
を
利
用
し
て
い
る
主
婦
、
子
供

を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
貴
璽
な
評
価

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
道
路
の
便
い
方
へ
の
意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
も
と
に
、
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

「
生
活
道
路
整
備
計
画
」
な
ど
を
策
定
し
て
、
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

”
安
全
で
便
利
で
快
適
な
道
路
づ
く
り
”
を
推
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
し
て
い
き
ま
す
。
す
で
に
、
建
設
中
の
桜
丘
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

区
民
セ
ン
タ
ー
の
周
辺
道
路
を
モ
デ
ル
道
路
に
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

指
定
し
、
歩
行
者
優
先
の
道
路
、
歩
行
者
と
車
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
共
存
で
き
る
道
路
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ま
す
。
ま
た
、
馬
事
公
苑
正
門
前
道
路
の
広
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

場
化
、
北
沢
、
太
子
堂
の
街
づ
く
り
で
も
こ
の
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

観
点
か
ら
道
路
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
57
年
度
の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
大
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
な
税
収
不
足
な
ど
の
影
饗
を
受
け
、
多
難
な
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
健
全
財
政
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
堅
持
を
墓
本
に
、
区
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

た
め
の
諸
施
策
の
実
現
に
努
力
し
ま
し
た
。
ま
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
、
新
た
な
区
民
要
望
を
区
政
に
反
映
さ
せ
る
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
、
基
本
計
画
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
実
効
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

性
の
確
保
に
も
意
を
尽
く
し
ま
し
た
。
本
年
も
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

引
き
続
き
、
財
源
の
把
握
に
極
力
努
め
て
有
効
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

適
切
な
施
策
を
展
開
し
、
区
民
福
祉
の
一
層
の
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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21
世
紀
に
向
け
た
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
大
胆
に
進
め
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
1

　
厳
し
い
財
政
環
境
の
も
と
で
、
区
は
健
金
財
政

を
し
調
と
し
て
、
区
民
生
活
の
向
L
に
積
極
的
に

努
力
し
て
き
た
こ
と
斎
、
高
く
評
価
す
る
　
そ
こ
で
、

ヘ
ノ
後
の
区
政
運
常
に
向
け
て
、
い
く
つ
か
の
意
見

や
要
望
を
述
べ
る

　
ま
ず
財
源
の
確
保
に
令
力
を
尽
く
せ

都
区
財

政
調
整
の
変
渉
で
は
、
区
は
区
民
に
最
も
身
近
な

自
治
体
と
し
て
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な

、
」
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・
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マ
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欝

　
一
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｝
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賢

“
箋
撫
獲
　
ぞ

　
智

霧
適
薫
☆
～

謀
、
讐
｛
　
」
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
算
定
基
準
や

調
整
率
の
改
鰐
に
努
め
よ
。
ま
た
、
起
債
も
積
極

的
に
活
用
し
て
い
け
．

　
近
代
的
な
行
政
運
営
准
進
め
る
に
は
、
減
量
経

常
や
行
政
の
体
質
改
善
が
友
切
だ
。
事
務
事
業
の

見
直
し
を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
け
．
不
要
不
急
な

事
務
の
整
理
、
行
政
と
区
民
と
の
役
割
り
分
担
の

明
確
化
に
も
努
め
よ
。
民
闇
へ
の
事
務
の
委
託
も

積
極
的
に
拡
大
し
て
い
け
．
ま
た
、
職
員
の
増
加

を
極
力
抑
え
る
と
と
も
に
公
務
員
意
識
の
高
揚
を

図
れ
。
多
穐
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
は
、
総
へ
口

的
な
企
画
の
も
と
で
対
応
せ
よ
。
受
益
者
負
担
の

基
本
理
念
に
基
．
づ
い
て
、
保
育
料
、
施
設
の
使
用

料
な
ど
の
見
直
し
も
行
え
。

　
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
四
卜
歳
代
の

区
民
に
対
し
て
、
今
か
ら
地
域
活
動
や
生
き
が
い

を
求
め
る
生
活
態
度
を
準
備
す
る
よ
う
喚
起
せ
よ
。

　
街
づ
く
り
で
は
、
道
路
や
ド
水
道
な
ど
都
市
基

盤
の
幣
備
に
全
力
を
雛
げ
て
取
り
組
め
。
鉄
道
の

高
架
化
の
た
め
の
調
査
の
準
備
に
も
万
全
を
期
せ
。

緑
の
確
保
に
も
努
力
を
眞
ね
よ
。
再
開
発
は
、
民

間
活
力
を
生
か
し
な
が
ら
進
め
て
い
け
．
ワ
ン
ル

ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
築
紛
争
へ
の
早
急
な

対
簾
も
考
え
よ
。

　
低
年
齢
化
す
る
非
行
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

学
校
、
教
育
委
員
会
、
家
庭
、
地
域
が
．
体
と
な

っ
て
教
育
の
浄
化
に
努
め
よ
。
地
教
行
法
5
9
条
の

撤
廃
に
も
、
層
努
力
し
て
い
け
。
ま
た
、
社
会
教

育
施
設
の
整
備
に
努
め
る
な
ど
、
柱
会
教
育
事
業

の
』
層
の
推
進
を
図
れ
。

　
区
民
健
康
村
、
美
術
館
の
建
設
な
ど
の
大
型
事

業
で
は
、
財
政
計
画
を
明
確
に
し
て
、
都
市
整
備

事
業
の
推
進
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ぬ
よ
う
ト
分
配
慮

し
な
が
ら
、
区
民
が
ト
分
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

施
設
と
し
て
い
け
．

　
2
1
匿
紀
に
向
け
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
気

化
性
豊
か
な
環
境
づ
く
り
、
社
会
福
祉
の
充
実
し

た
地
域
づ
く
り
に
大
胆
に
取
り
組
ん
で
い
け
．

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め

区
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
よ

　
長
期
化
し
た
低
成
長
経
済
の
も
と
で
、
税
収
の

h
力
を
な
す
区
民
税
を
初
め
と
し
て
、
歳
人
の
伸

び
は
年
々
低
ド
し
て
き
て
い
る
．
し
か
し
こ
の
よ

う
な
情
勢
の
も
と
に
あ
っ
て
も
、
区
は
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
L
に
支
障
を
来
し
て
は
な
ら
な
い
。
財

政
計
圃
の
児
直
し
を
喧
ね
な
が
ら
、
経
費
の
節
減
、

効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
け
。

　
建
設
蚤
定
の
旋
術
館
は
、
展
．
小
作
品
の
収
集
に

も
ト
分
な
倹
討
を
加
え
、
区
民
、
人
、
人
が
誇
り

に
思
い
な
が
ら
足
を
運
べ
る
も
の
と
せ
よ
。

　
若
者
に
対
す
る
施
策
が
不
卜
分
だ
．
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
や
ス
ホ
ー
ツ
施
設
の
建
設
、
海
外
交
流

の
拡
大
な
ど
に
努
め
、
若
者
に
健
全
な
コ
、
・
、
ユ
ニ

テ
ィ
の
場
を
提
供
し
て
い
け
、

　
街
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の
意
向
を
ト
分
尊
屯

し
な
が
ら
推
進
せ
よ
，
特
に
↓
．
．
軒
茶
屋
は
、
世
田

谷
の
”
顔
”
と
な
る
よ
う
に
、
郵
便
局
跡
地
を
活

用
し
て
再
開
発
を
進
め
て
い
け
．

ー
公
　
明
　
党
ー

　
老
人
対
策
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
早
期
実
現
、
都
市
型
老
人
施
設
の
建
設
、

老
人
専
用
住
宅
の
拡
充
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
け
、
今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
痴
果
症
老
人
へ

の
き
め
細
か
な
対
巖
も
大
切
だ
．

　
小
田
急
線
の
藍
体
化
問
題
に
は
、
地
域
住
民
の

意
向
を
よ
く
検
討
し
た
ヒ
で
対
処
せ
よ
。
ま
た
、

庭
術
館
へ
の
”
足
”
も
含
め
た
南
北
交
通
の
確
保

の
た
め
、
具
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

放
置
自
転
車
対
策
で
は
、
民
問
の
協
力
も
得
顔
が

ら
駐
輸
場
の
増
設
に
努
め
よ
。

　
ド
水
道
の
敷
設
を
計
画
的
に
進
め
、
普
及
率
を

向
ヒ
さ
せ
よ
．
幹
線
道
路
に
面
し
て
い
て
、
騒
肖

や
排
気
ガ
ス
、
振
動
な
ど
の
被
害
を
受
け
な
が
ら

も
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
へ
の
普

及
に
は
、
特
に
力
を
入
れ
よ
。

　
知
識
偏
重
の
教
育
が
冴
少
年
を
．
心
の
貧
困
々

へ
と
押
し
や
り
、
非
行
を
生
ん
で
い
る
．
教
育
に

関
す
る
区
の
権
限
の
拡
大
と
、
育
少
年
育
成
総
合

計
画
の
早
期
策
定
に
よ
り
、
人
問
性
豊
か
な
冴
少

年
の
育
成
に
努
め
よ
、
、
方
、
学
校
施
設
の
整
備
、

補
修
に
は
敏
速
な
対
応
を
心
が
け
よ
，

　
そ
の
ほ
か
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
へ

誰
9
馬

つ
”

（
）
v
，

の
取
り
組
み
、
健
全
な
子
供
を
産
み
育
て
る
た
め

の
母
親
教
室
の
充
実
、
心
身
障
害
者
対
策
の
推
進

を
初
め
、
決
算
審
査
の
中
で
述
べ
た
わ
が
飽
の
意

見
、
要
望
を
59
年
度
の
．
r
算
編
成
に
生
か
し
、
区

民
福
祉
の
向
L
に
一
層
努
め
る
よ
う
期
待
す
る
。

区
民
生
活
の
防
衛
と

福
祉
の
向
上
に
努
め
よ

　
中
曽
根
内
閣
は
、
臨
調
や
行
革
の
名
の
も
と
、

人
事
院
勧
告
の
凍
結
、
福
祉
、
教
育
の
後
退
を
初

め
、
受
益
者
負
担
の
樽
ぺ
な
ど
、
国
民
の
生
命
ま

で
も
脅
か
す
施
策
を
推
し
進
め
て
い
る
　
そ
の
ト
．
、

地
方
白
治
体
に
対
し
て
も
財
政
的
な
圧
迫
や
、
自

治
体
独
自
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
介
べ
な
ど
を
行

っ
て
き
て
い
る
　
さ
ら
に
、
鈴
木
知
事
も
こ
れ
に

同
調
し
た
施
策
を
進
め
て
い
る

　
こ
う
し
た
中
で
、
区
は
、
区
民
生
活
の
防
衛
と

福
祉
の
向
L
を
第
、
に
考
え
て
施
簾
を
進
め
て
き

た
が
、
し
か
し
そ
の
反
面
、
老
人
施
設
の
使
用
料

値
L
げ
な
ど
で
、
利
用
κ
を
友
幅
に
滅
ら
し
て
い

る
，
今
後
は
、
と
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
強

く
望
む

　
区
民
施
設
の
建
設
で
は
、
地
域
偏
在
を
是
旺
し
、

区
内
の
団
体
が
優
先
し
て
使
え
る
よ
う
「
左
せ
よ
、

　
区
政
運
常
で
は
、
福
祉
の
拡
充
に
．
層
重
点
を

置
い
て
い
く
こ
と
が
尺
切
だ
、
遅
れ
て
い
る
暫
入

総
合
施
設
を
早
急
に
建
設
せ
よ
　
ま
た
、
公
ヴ
保

育
園
で
の
延
長
保
育
も
早
く
実
、
施
で
き
る
よ
う
に

せ
よ
，
学
竜
ク
ラ
ブ
の
増
設
や
定
員
の
拡
友
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
け

　
中
小
建
設
業
に
対
す
る
施
簾
を
充
実
、
す
る
た
め
、

後
継
者
の
育
成
や
、
木
に
ま
つ
り
な
ど
各
種
事
黙

の
開
催
に
努
力
し
て
い
け
、

　
街
づ
く
り
で
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
リ
ー
ス
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
築
規
制
が
急
務
だ
　
区
独
自
の
条
例
を

つ
く
り
、
区
民
の
居
住
環
境
整
備
に
力
を
注
ぐ
と

と
も
に
、
こ
れ
が
む
だ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
国
や

都
に
強
く
働
き
か
け
て
い
け
　
ま
た
、
住
民
自
ら

が
街
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

建
築
協
定
や
環
境
協
定
な
ど
の
方
策
を
P
R
す
る

r
日
本
共
産
党
1

な
ど
、
指
導
や
援
助
を
．
層
強
め
て
い
け
、

．
区
内
の
緑
が
減
少
し
て
い
る
．
私
育
地
内
の
緑

を
保
序
す
る
た
め
、
援
助
籏
や
開
発
に
歯
ど
め
を

か
け
る
方
策
を
溝
じ
よ
　
ま
た
、
総
へ
口
治
水
対
策

の
早
急
な
実
施
に
も
努
力
せ
よ
，

　
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
巾
央
図
潅
館
と
併
設
し
て

建
設
す
る
計
画
だ
が
、
敷
地
の
広
さ
が
ト
分
で
な

い
　
併
設
の
利
点
を
生
か
す
な
ど
、
事
前
に
十
分

検
討
し
て
お
け
　
ま
た
、
区
民
施
設
が
不
足
し
て

い
る
の
で
、
学
校
の
教
室
を
聞
放
し
、
休
日
や
夜

岡
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
せ
よ
「
さ
ら
に
、
就

学
援
助
費
の
削
減
は
、
絶
対
に
許
す
な
、

　
最
後
に
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
を
後
退
さ
せ
る

臨
調
路
線
か
ら
区
民
生
活
を
守
る
た
め
奮
闘
せ
よ
。
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す
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て
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見
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区
民
本
位
の
区
政
運
営
で

区
民
の
信
頼
を
得
て
い
け

　
57
年
度
の
区
政
は
、
国
や
都
の
行
革
に
よ
る
厳

し
い
し
わ
寄
せ
を
受
け
な
が
ら
ち
、
福
祉
施
策
の

充
実
、
に
努
め
た
こ
と
を
高
く
．
評
価
す
る

　
田
巾
．
厄
首
相
の
育
罪
判
決
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
国
民
の
政
治
に
対
す
る
不
信
が
強
ま
っ
て
い

る
　
区
政
の
運
常
に
あ
た
っ
て
は
、
区
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
よ
う
ト
万
に
意
を
尽
く
し
て
い
け

　
狩
、
術
館
や
．
区
民
健
康
村
の
建
設
な
ど
、
べ
規
模

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
先
牟
、
見
通
し
た
財

政
計
画
を
し
っ
か
り
と
立
て
た
ト
．
で
進
め
よ
　
ま

た
、
過
尺
な
見
積
も
り
に
よ
っ
て
、
多
額
の
．
不
用

額
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
極
力
避
け
よ

　
国
は
人
事
院
勧
告
を
5
7
年
度
は
凍
結
し
、
58
年

度
は
．
部
の
実
、
施
に
と
ど
め
た
　
そ
の
L
、
こ
の

措
置
を
地
々
自
治
体
に
ち
強
要
し
て
い
る
　
こ
れ

は
、
国
民
生
活
と
地
々
白
治
を
無
視
す
る
も
の
だ

入
勧
の
完
令
実
、
施
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る

「
特
例
」
市
の
実
現
に
向
け
、
都
h
導
の
都
区
の
財

源
配
万
方
法
牟
．
改
め
よ
　
ま
た
、
「
市
制
」
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
に
も
努
め
よ

卜
北
沢
、
太
．
r
堂
地
区
の
街
．
つ
く
り
は
、
住
民

の
合
意
と
協
力
を
ト
分
に
得
て
推
進
し
て
い
け

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
委
員
の
選
出
に
は
、

鮪
、
ホ

　　ヤ、卒、

鵯

㌶

＼

－
日
本
社
会
党
1

公
募
方
式
も
取
り
ぺ
れ
よ
　
ま
た
、
庁
舎
の
建
設

に
際
し
て
は
、
震
災
時
の
対
応
も
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
お
け

　
小
田
急
線
の
立
体
化
は
、
早
急
に
解
決
す
べ
き

問
題
だ
が
、
沿
線
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う

に
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
け
．
住
民
意
識
調
査

を
実
施
す
る
際
は
、
高
架
化
、
地
．
卜
化
の
そ
れ
ぞ

れ
の
利
点
と
欠
点
を
周
知
し
て
行
え
。

　
夏
術
館
の
収
蔵
年
品
は
、
多
く
の
人
々
に
深
い

感
動
花
与
え
る
も
の
を
収
集
し
て
い
け

　
障
害
乳
幼
児
育
成
相
談
や
学
潅
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、

育
害
食
品
の
P
R
と
監
視
体
制
の
強
化
に
努
め
よ

さ
ら
に
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
指
導
要
綱
を
早
急
に
制
定
せ
よ

ま
た
、
紛
争
を
事
前
に
防
止
す
る
た
め
、
建
築
協

定
の
指
導
、
P
R
に
も
努
め
て
い
け

　
国
の
各
種
審
議
会
が
教
育
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
答
申
を
相
次
い
で
出
し
た
が
、
根
本
的
な
解

決
策
と
な
っ
て
い
な
い
．
人
間
性
、
創
造
性
を
は

ぐ
く
む
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
良
好
な
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
よ

そ
の
た
め
に
も
、
教
育
委

員
会
の
活
動
内
容
を
広
く
区
民
に
知
ら
せ
、
わ
か

り
ゃ
す
い
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
い
け
、

熱
意
と
勇
断
を
持
っ
て

住
民
福
祉
を
一
層
向
上
さ
せ
よ

　
太
場
区
政
が
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
世
田
谷
」
の

実
現
に
向
け
て
、
着
実
に
そ
の
成
裏
花
E
げ
て
き

た
こ
と
を
評
価
す
る
。
し
か
し
、
八
ノ
H
の
よ
う
な

厳
し
い
社
会
情
勢
の
も
と
で
区
民
．
要
望
に
的
確
に

こ
た
え
て
い
く
に
は
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
区
政

ー
民
社
党
ー

運
常
が
必
要
だ

　
行
政
改
革
の
目
的
は
、
「
親
方
目
の
丸
」
的
な
行

政
体
質
を
改
め
る
こ
と
だ
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
向
ヒ
が
喧
要
だ
、
区
独

白
の
研
修
手
法
を
開
拓
し
、
そ
の
成
果
が
職
場
に

卜
分
反
映
さ
れ
る
環
境
を
つ
く
れ
、
ま
じ
め
に
働

く
職
員
に
と
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

も
大
切
だ
。
今
ま
で
再
三
．
要
望
し
て
き
た
よ
う
に
、

区
独
自
の
人
事
委
員
会
を
設
け
、
信
賞
必
胴
セ
義

の
徹
底
、
管
理
職
試
験
制
度
の
改
善
を
図
れ
、
人

勧
実
施
に
も
、
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
努
力
せ

よ
．
ま
た
、
職
員
団
体
と
ト
分
話
し
へ
口
い
、
節
度

あ
る
健
全
な
労
使
関
係
の
確
就
を
目
指
せ
、
6
0
年

の
定
年
制
実
施
に
向
け
て
、
万
全
な
体
制
を
早
急

に
整
備
せ
よ
．

　
障
害
者
な
ど
の
正
確
な
実
態
把
握
を
行
い
、
効

果
的
な
福
祉
施
策
を
推
進
せ
よ
。
区
内
の
養
護
学

校
卒
業
生
の
た
め
、
区
就
施
設
で
の
憂
け
入
れ
態

勢
を
整
え
よ
．
障
害
児
の
、
時
預
か
り
制
度
を
創

設
し
て
、
母
親
の
負
担
軽
減
を
図
れ
　
親
亡
き
後

の
対
簾
も
早
急
に
具
体
化
せ
よ
．
ま
た
、
都
市
型

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
、
福
祉
基
金
制
度
の
創
設
、

老
人
ハ
ワ
ー
の
活
用
に
も
努
め
て
い
け
。

口
O
ロ

ロ
ロ
ロ

画
固
回
．

画
回
回

O
O
O

O
O
◎

‘

ま
O

　
少
年
非
行
の
防
止
で
は
、
占
少
年
育
成
総
合
計

画
の
策
定
を
急
ぎ
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政

の
連
携
を
密
に
し
て
総
合
的
な
対
策
を
進
め
よ

教
員
の
資
質
向
ヒ
、
地
教
行
法
5
9
条
の
廃
止
、
指

導
室
の
強
化
に
も
努
め
よ
。
普
通
教
室
の
転
用
で

特
別
教
室
を
補
う
こ
と
は
、
早
急
に
改
め
て
い
け

　
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
卜
分
に
時
間
を
か
け
て
住

民
の
合
意
形
成
を
図
れ
．
出
張
所
を
「
地
域
の
核
」

と
し
て
整
備
し
、
地
城
の
問
題
を
地
道
に
解
決
し

て
い
け
．

　
健
康
村
づ
く
り
で
は
、
川
場
村
と
十
分
話
し
へ
口

い
、
区
民
が
ふ
る
さ
と
と
思
え
る
よ
う
な
も
の
を

建
設
し
て
い
け
。
ま
た
、
美
術
館
の
建
設
で
は
、

交
通
の
便
の
確
保
や
道
路
、
駐
車
場
の
幣
備
も
行

い
、
後
世
ま
で
区
民
に
愛
さ
れ
る
も
の
と
せ
よ

　
サ
ー
ビ
ス
公
柱
を
拡
充
し
、
事
業
を
擢
極
的
に

委
託
し
て
い
け
。
ま
た
、
新
た
に
設
け
た
参
事
制

度
は
、
そ
の
機
能
を
さ
ら
に
発
揮
さ
せ
て
い
け

「
市
政
」
実
現
に
向
け

区
独
自
の
構
想
を

　
都
制
度
調
査
会
か
ら
、
巨
大
都
市
化
に
対
応
で

き
る
新
し
い
行
政
制
度
案
が
答
申
さ
れ
、
市
制
実

現
へ
の
あ
か
し
が
見
え
た
、

　
当
区
が
束
京
の
西
の
玄
関
と
し
て
大
き
く
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
区
独
自
の
都
市
計
画
構
想

を
打
ち
就
て
て
、
都
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
。
ま
た
、
区
民
の
意
見
や
要
望
も
ト

分
受
け
入
れ
て
い
け
．

　
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
多
く
の
困
難
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
が
、
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
最
も

切
実
な
課
題
だ
。
防
災
闊
題
、
劣
悪
な
居
住
環
境
、

都
市
機
能
の
低
下
、
自
然
保
護
な
ど
へ
の
取
り
組

み
は
、
い
ず
れ
も
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
。

特
に
、
小
田
急
線
の
高
架
化
に
は
、
早
急
に
積
極

的
な
対
策
を
講
じ
よ
。

　
コ
、
・
、
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場
や
彫
刻
を
配
置
し

た
緑
道
、
公
園
を
つ
く
り
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ

る
美
し
い
街
づ
く
り
を
進
め
よ
。
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
に
対
す
る
指
導
方
針
を
明
確
に
し

1
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
ブ
！

て
、
居
住
環
境
の
整
備
に
も
努
め
よ
。
「
ま
ち
づ
く

り
推
進
員
制
度
」
と
従
来
か
ら
あ
る
住
民
の
協
議

会
や
交
流
会
と
の
連
携
に
も
留
意
せ
よ
．

　
少
年
非
行
の
防
止
で
は
、
子
供
と
の
接
触
が
最

も
多
い
母
親
へ
の
教
育
が
大
切
だ
。
ま
た
、
人
間

形
成
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
教
師
の
資
質
向
E
に

全
力
を
尽
く
せ
。
柱
会
教
育
で
は
、
、
部
の
事
業

に
ヂ
算
が
偏
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
て
い
け
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
は
、
教
育
行
政
の
核
と

な
り
得
る
り
っ
ば
な
も
の
に
せ
よ
．

　
国
際
婦
人
年
を
契
機
と
し
て
婦
人
対
策
が
充
実

さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
も
、
新
設
の
婦
人
E
目
少
年

課
を
巾
心
と
し
て
．
層
晃
展
さ
せ
よ
。
6
0
年
に
ケ

ニ
ア
で
開
催
さ
れ
る
国
際
婦
人
会
議
に
、
当
区
か

ら
も
代
表
を
派
遣
す
る
よ
う
望
む
。

　
選
挙
の
投
票
率
向
k
で
は
、
投
票
者
の
立
場
に

就
っ
た
方
策
が
大
切
だ
。
歩
行
が
不
自
由
な
老
人

へ
の
対
策
な
ど
、
き
め
細
く
検
討
し
て
い
け
。

　
最
近
の
生
活
態
様
で
は
、
と
か
く
栄
養
が
偏
り

一

『
へ

魎

が
ち
だ
　
カ
レ
ン
ダ
ー
に
栄
養
指
導
項
目
を
掲
載

し
て
配
布
し
て
は
ど
う
か
　
ま
た
、
健
康
な
ヂ
供

を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
妊
婦
へ
の
教
育
、
指

導
も
充
実
し
て
い
け

　8」
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ア
、
術
館
の
建
設
で
は
、
後
肚
に
誇
れ
る
り
っ
ぱ

な
も
の
に
せ
よ
、
特
に
、
美
術
品
の
収
集
で
は
、

幅
広
く
区
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
け
。
ま
た
、
美

術
館
へ
の
交
通
体
系
も
ト
分
に
整
備
せ
よ
。

財
源
の
確
保
に
努
め
重
点
事
業
を
推
進
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
民
社
ク
ラ
ブ
ー

　
国
の
減
税
の
影
響
な
ど
で
財
政
が
よ
り
厳
し
く

な
る
が
、
重
点
事
業
の
実
現
に
は
万
全
を
期
せ

　
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
推
進
員
制
度
と
関
連
事
業

と
の
整
合
、
δ
少
年
や
職
員
の
参
加
、
道
路
の
幅

員
確
保
な
ど
に
力
を
人
れ
よ
、

　
職
員
の
違
法
な
政
治
運
動
に
厳
し
く
対
処
せ
よ
、

　
．
貫
性
の
あ
る
身
障
者
・
老
人
施
策
を
展
開
せ

よ
各
種
児
耽
施
策
の
．
．
兀
化
も
図
れ
。

　
健
康
増
進
事
業
を
推
進
せ
よ
。
施
設
整
備
や
学

級
定
数
削
減
な
ど
で
学
校
教
育
を
充
実
し
て
い
け
。

　
産
業
振
興
対
策
で
は
従
業
員
の
定
着
化
に
、
緑

地
保
全
対
策
で
は
農
業
後
継
者
の
育
成
に
努
め
よ
。



質
の
高
い

都市生活の

実
現
を
目
指
せ

1
自
由
民
主
党
1

質
問
国
の
厳
し
い
．
♪
算
編
成
の
も
と
で
、
区
財

政
を
ど
う
運
営
し
て
い
く
の
か
。
「
文
化
」
を
ど
う

理
解
し
て
い
る
か
。
都
の
文
化
振
興
条
例
と
の
関

連
も
、
小
せ
。
区
の
広
報
な
ど
は
、
有
線
テ
レ
ビ
の

導
人
な
ど
、
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
図
れ
。

区
長
　
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
来
さ
ぬ
よ
う
配

慮
し
な
が
ら
、
行
政
の
簡
素
・
効
率
化
に
努
め
る
。

文
化
は
人
問
的
な
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。
都
の
条
例
制
定
を
機
会
に
、
区
の

文
化
行
政
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。
広
報
で
の
映
像

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
も
積
極
的
に
検
討
し
た
い
。

質
問
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入
を
機
会
に
、
出
張

所
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
見
直
せ
。
出
張
所
へ
行

く
の
が
不
便
な
地
区
へ
の
対
応
も
考
え
よ
。
ま
ち

づ
く
り
推
進
員
制
度
は
四
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て

い
る
が
、
総
A
目
的
に
地
域
の
問
題
に
対
応
す
る
面

が
欠
け
て
は
い
な
い
か
。

助
役
　
出
張
所
に
は
、
地
域
の
巾
で
の
各
種
の
調

整
、
実
情
把
握
な
ど
の
、
総
A
目
的
な
役
割
り
を
持

た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
不
便
な
地
区
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
い
。

質
問
　
街
づ
く
り
は
、
単
に
局
地
的
に
行
う
の
で

は
な
く
、
広
い
視
点
に
立
っ
て
面
的
に
進
め
よ
。

ま
た
、
都
か
ら
の
財
源
の
確
保
に
も
努
め
よ
。

助
役
　
国
や
都
に
も
働
き
か
け
な
が
ら
、
面
的
整

備
も
含
め
、
居
住
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
．

財
源
の
確
保
に
も
十
分
努
力
す
る
。

質
問
　
行
政
の
効
率
化
の
た
め
、
民
閥
委
託
を
積

極
的
に
促
進
せ
よ
。
放
置
自
転
車
な
ど
に
も
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
区
民
の
道
徳
心
が
低
下
し
て
い
る
。

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

企
画
・
土
木
部
長
　
民
問
委
託
は
検
討
し
た
い
。

自
転
車
条
例
の
中
で
十
分
に
配
慮
す
る
。

財
源
確
保
に
努
め

区
民
福
祉
の
向
上
に

最
大
限
の
努
力
を

ー
公
　
明
　
党
1

質
問
　
区
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
き
わ
め
て
厳

し
い
が
、
区
民
福
祉
を
向
E
さ
せ
る
た
め
に
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
画
は
山
積
し
て
い
る
．

59

年
度
予
算
を
ど
う
編
成
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

職
員
の
L
気
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
人
事
委
員

会
勧
告
の
実
施
に
努
力
せ
よ
。

区
長
　
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
可
能
な
限
り

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
面
で
は

経
常
的
経
費
の
増
加
を
極
力
押
さ
え
た
予
算
を
編

成
し
、
諸
計
画
の
実
現
に
努
力
す
る
。
人
勧
問
題

の
早
期
解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
7
月
の
組
織
改
正
に
伴
う
課
や
係
の
移
動
、

名
称
変
更
を
区
民
に
ト
分
周
知
せ
よ
。
ま
た
、
こ

の
組
織
改
正
の
成
果
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

区
長
『
区
の
お
し
ら
せ
』
や
案
内
図
な
ど
で
周
知

を
図
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
配
慮
し
て
い
く
。
新

し
い
組
織
は
十
分
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
．

質
問
　
街
づ
く
り
は
、
区
の
方
針
と
基
準
を
期
確

に
し
た
上
で
、
区
民
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
区

民
と
協
力
し
八
H
っ
て
進
め
て
い
け
。

助
役
「
街
づ
く
り
方
針
」
の
策
定
に
努
め
て
い
る
。

基
準
づ
く
り
も
考
え
た
い
。
禾
極
的
な
P
R
も
行

っ
て
、
街
づ
く
り
の
気
運
を
盛
り
ヒ
げ
て
い
く
。

質
間
　
ワ
ン
ル
ー
ム
リ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設

を
規
制
す
る
た
め
、
指
導
要
綱
を
弔
急
に
設
け
よ
。

助
役
　
年
内
に
は
素
案
を
作
成
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

質
問
　
多
量
飲
酒
や
老
齢
に
よ
る
精
神
障
害
者
が

増
加
し
て
い
る
。
予
防
、
治
療
、
社
会
復
帰
を
含

め
た
総
合
的
な
精
神
衛
生
対
策
を
進
め
て
い
け
。

区
長
　
生
活
指
導
な
ど
を
行
っ
て
効
果
を
上
げ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
社
会
復
帰
や
痴
果
老
人
対
策
に

も
力
を
人
れ
、
精
神
衛
生
対
策
の
充
実
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
を
あ
ざ
む
く

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
減
税
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
絶
対
許
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
日
本
共
産
党
1

質
問
　
中
曽
根
内
閣
は
、
減
税
を
行
う
と
い
っ
て

い
る
が
、
実
は
、
そ
の
穴
埋
め
を
別
の
形
で
国
民

に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
軍
事

艶
憂
ざ
巣

　
　
』
鯉
．

．
藩
レ
墨

｝
『
憂
、
脚

鷹
、

償
董
振
壌

餐1
蚕

沿道整備事業に指定された環7（代田で

費
や
不
公
．
平
税
制
に
は
、
一
向
に
メ
ス
を
入
れ
よ

う
と
し
て
い
な
い
。
ま
さ
に
国
民
を
欺
く
行
為
で

あ
り
、
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

人
勧
凍
結
は
、
職
員
の
L
」
気
や
民
間
賃
金
へ
の
影

響
が
大
き
い
。
草
急
に
解
決
を
図
れ
。

区
長
　
人
勧
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
引
き

続
き
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
国
の
国
保
補
助
金
の
大
幅
削
減
で
、
保
険

料
の
値
ヒ
げ
は
必
至
だ
。
ま
た
、
基
準
肴
護
制
の

病
院
で
も
付
き
添
い
看
護
が
必
要
な
所
が
あ
り
、

患
者
や
家
族
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
区

は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。
老
人
專
用
住
宅
は
、
民

間
ア
バ
ー
ト
の
新
・
改
築
時
に
助
成
や
利
子
補
給

を
行
い
、
も
っ
と
ふ
や
し
て
い
け
。
都
営
住
宅
へ

の
設
置
も
都
に
働
き
か
け
よ
。

区
長
　
国
保
問
題
は
、
社
会
保
険
審
議
会
の
審
議

状
況
を
見
て
対
応
し
た
い
。
保
険
外
負
担
に
は
、

応
急
小
口
資
金
貸
付
制
度
な
ど
の
活
用
を
考
え
て

い
く
。
老
人
専
用
住
宅
の
民
問
ア
パ
ー
ト
や
都
営

住
宅
へ
の
設
置
は
、
防
災
面
や
緊
急
時
の
対
応
な

ど
む
ず
か
し
い
問
題
も
あ
る
が
十
分
検
討
し
た
い
。

質
問
　
区
民
と
一
体
と
な
っ
て
、
ゴ
ミ
の
減
量
と

資
源
へ
の
再
利
用
を
実
施
せ
よ
。
ま
た
、
そ
の
た

め
に
も
清
掃
工
場
の
建
て
か
え
時
に
は
、
資
源
へ

の
再
利
用
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
新
技
術
の
導
入

を
都
に
働
き
か
け
よ
。

助
役
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
制
度
を
活
用
し
て
、

資
源
ゴ
ミ
の
回
収
運
動
に
努
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
都
に
対
し
て
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
よ
う

要
望
し
て
い
く
。

国
の
大
企
業
本
位
の

行
政
改
革
か
ら

地
万
自
治
を
守
れ

ー
日
本
社
会
党
1

質
問
　
中
曽
根
内
閣
は
軍
備
拡
張
、
大
企
業
本
位

の
行
政
改
革
を
進
め
、
増
税
や
福
祉
切
り
下
げ
を

図
る
な
ど
、
国
民
や
地
方
自
治
体
に
負
担
を
押
し

つ
け
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
」

を
目
指
す
当
区
に
、
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
も
の

だ
。
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

区
長
　
白
治
権
の
拡
充
と
財
政
権
の
確
立
に
一
層

努
力
し
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
沿
っ
た
区
民
本
位

の
区
政
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
ま
ち
づ
く
り
は
住
民
と
区
が
行
う
息
の
長

い
共
同
作
業
だ
。
悟
報
提
供
に
努
め
る
な
ど
、
住

民
参
加
を
促
進
し
て
強
力
に
取
り
組
め
。
ま
た
、

実
現
の
た
め
の
財
源
も
積
極
的
に
確
保
し
て
い
け
。

区
長
　
助
役
　
住
民
へ
の
P
R
や
情
報
提
供
に
は
、

万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
全
区
的
な
情
報
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。
財
源
は
国
や
都
の
制

度
を
十
分
に
活
用
す
る
な
ど
積
極
的
に
確
保
し
、

住
民
の
協
力
や
応
分
の
負
担
も
求
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
北
沢
・
太
子
堂
地
区
の
密
集
市
街
地
再
整

備
事
業
で
は
、
狭
い
道
路
の
解
消
が
最
も
重
要
だ
。

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
太
子
堂
地

区
の
事
業
は
、
三
軒
茶
屋
の
再
聞
発
や
シ
ョ
ッ
ビ

ン
グ
ブ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事
業
と
の
整
合
を
十
分
に
図

り
、
総
へ
H
的
に
進
め
よ
。
生
活
道
路
の
整
備
や
区

画
整
理
予
定
地
域
内
の
下
水
道
の
普
及
に
も
全
力

を
尽
く
せ
。

助
役
　
円
滑
な
消
防
活
動
や
建
物
の
不
燃
化
な
ど

を
重
視
し
た
道
路
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
太

子
堂
・
三
軒
茶
屋
地
区
は
、
各
肇
業
を
全
体
的
に

と
ら
え
て
総
八
口
的
に
進
め
て
い
く
。
生
活
道
路
網

の
整
備
は
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。
住
民
の

協
力
を
得
て
区
画
整
理
事
業
を
推
進
し
、
下
水
道

の
早
期
普
及
に
努
力
し
て
い
く
。

総
合
的
な

障
害
者
福
祉
行
政
を

推
進
せ
よ1

民
社
党
ー

　質問「

障
害
者
施
策
行
動
1
0
か
年
計
画
」
は
高
く

　
評
価
す
る
が
、
親
亡
き
後
の
対
策
が
不
卜
分
だ
。

　
甲
急
に
検
討
せ
よ
。
北
海
道
立
福
祉
村
は
り
っ
ぱ

　
な
施
設
な
の
で
今
後
の
福
祉
行
政
の
参
考
に
せ
よ
。

　
重
度
障
川
．
、
児
を
持
つ
母
親
の
負
担
軽
減
策
も
進
め

　
よ
。
障
害
者
を
区
職
員
へ
採
用
す
る
際
、
あ
ら
か

じ
め
障
害
者
が
ト
分
に
働
け
る
職
場
を
確
保
せ
よ
。

区
長
　
総
務
部
長
　
社
会
的
後
見
人
制
度
や
施
設

で
の
対
応
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

、
質
問
　
福
祉
事
務
所
が
行
う
事
業
の
範
囲
を
広
げ

よ
。
区
内
に
は
三
つ
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
あ
る

が
、
福
祉
行
政
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

国
は
杜
会
福
祉
協
議
会
は
一
つ
が
望
ま
し
い
と
い

う
通
達
を
出
し
て
い
る
が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

助
役
　
福
祉
事
務
所
の
充
実
を
6
0
年
4
月
を
目
途

に
進
め
る
。
社
協
は
地
域
福
祉
活
動
の
核
と
な
る

組
織
だ
。
統
合
化
は
慎
重
に
協
議
し
て
い
く
。

質
間
　
全
職
員
の
福
祉
意
識
の
向
上
に
努
め
よ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
や
す
い
よ
う
に
職
場
を

指
導
し
て
い
け
。
ま
た
、
映
画
に
よ
る
P
R
な
ど

で
区
民
に
理
解
と
協
力
を
積
極
的
に
求
め
て
い
け
。

区
長
　
助
役
　
今
後
と
も
職
員
や
区
民
の
福
祉
意

識
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

質
間
　
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め
、
区

独
白
の
人
事
委
員
会
を
設
け
、
課
長
試
験
の
A
口
格

者
は
、
ポ
ス
ト
が
あ
か
な
く
て
も
課
長
の
資
格
が

取
れ
る
よ
う
に
せ
よ
。
研
修
は
、
総
花
的
に
行
う

の
で
な
く
、
意
欲
的
な
職
員
を
対
象
に
行
え
。

助
役
　
職
員
の
士
気
の
高
揚
や
、
管
理
職
制
度
の

充
実
、
改
善
に
努
め
た
い
。
研
修
は
、
一
般
的
、

定
期
的
な
も
の
に
課
題
別
、
専
門
的
な
も
の
も
加

え
て
行
っ
て
い
る
。
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
く
。

住
民
と
と
も
に

区
独
自
の

街
づ
く
り
を
進
め
よ

ー
無
所
属
・
社
会
民
主
ク
ラ
プ
ー

質
問
　
街
づ
く
り
に
は
、
「
市
民
の
た
め
に
、
よ
り

よ
い
も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う
信
念
と
努
力
が
不

可
欠
だ
。
区
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
わ
か
り
や
す
く
庄
民

に
示
し
、
住
民
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
な

ど
、
区
独
白
の
街
づ
く
り
を
進
め
よ
。

区
長
　
土
地
利
用
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査

の
結
果
を
見
て
、
街
づ
く
り
の
指
針
を
定
め
た
い
。

質
問
　
三
軒
茶
屋
が
”
区
の
顔
”
と
な
る
よ
う
、

地
下
に
商
店
街
、
地
上
に
美
し
い
広
場
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
、
区
役
所
な
ど
を
移
転
し
て
は
ど
う
か
。

二
子
E
川
地
区
の
再
開
発
で
は
、
住
民
へ
の
説
明
、

は
ん
ら
ん
し
や
す
い
丸
子
川
の
対
策
、
近
隣
商
業

地
へ
の
配
慮
、
公
共
施
設
の
配
置
に
ど
う
対
応
す

る
の
か
。
自
然
と
の
調
和
に
も
留
意
せ
よ
。

区
長
　
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
は
、
関
係
者
と
総
合

的
な
検
討
機
関
を
設
け
て
貝
体
策
を
つ
く
り
た
い
。

二
子
K
川
地
区
は
、
広
範
囲
な
住
民
参
加
を
得
な

が
ら
計
画
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

質
問
　
国
際
化
の
傾
向
の
中
で
、
”
国
際
人
〃
を
育

て
る
生
涯
教
育
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
幼
児
期

を
預
か
る
保
母
の
採
用
や
育
成
を
ど
う
進
め
る
の

か
。
小
・
中
学
校
の
空
き
教
室
を
美
し
い
食
堂
に

し
、
給
食
を
通
し
て
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ば
せ
て
は

ど
う
か
。
成
人
教
育
で
は
、
自
立
と
連
携
の
心
を

持
っ
た
人
問
を
育
て
よ
。
建
設
予
定
の
教
育
セ
ン

タ
ー
の
内
容
を
充
実
し
、
積
極
的
に
活
用
せ
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
婦
人
児
童
部
長
「
教
育
・
文
化

の
向
上
」
を
基
本
計
画
の
重
要
な
柱
と
し
て
、
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。
保
母
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材

の
採
用
や
育
成
に
努
め
る
、
給
食
を
通
し
て
の
教

育
は
一
部
の
学
校
で
実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

広
げ
た
い
。
社
会
教
育
の
充
実
に
も
努
め
て
い
く
。

教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
す
ぐ
れ
た
も
の
に
し
た
い
。

へ
濃
爬

　
　
　
心

轡
／

　
　
　
　
O



将
来
を

見
通
し
て

区
政
を
進
め
よ

民
社
　
社
会
生
活
の
態
様
が
急
激
に
変
化
し
て
い

る
中
で
、
．
区
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま

な
区
民
要
望
が
ふ
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

将
来
に
つ
な
が
る
問
題
が
多
い
の
で
、
区
は
、
そ

の
場
し
の
ぎ
の
対
策
で
終
わ
ら
せ
ず
、
将
来
を
見

通
し
た
基
本
的
な
方
向
を
強
く
打
ち
出
す
べ
き
だ
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
ホ
ル
ノ
シ
ョ
ッ
ブ
の
出
店

規
制
、
民
閥
団
体
が
進
め
て
い
る
養
護
盲
老
人
ホ

ー
ム
建
設
な
ど
へ
の
区
有
地
の
貸
与
、
ワ
ン
ル
ー

ム
リ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
の
規
制
、
複
へ
H
日
影
の
解

消
、
小
田
急
線
の
立
体
化
、
各
種
区
民
相
談
事
業

の
統
、
化
な
ど
の
問
題
に
、
区
は
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

区
長
　
助
役
　
区
長
室
長
　
区
有
地
の
貸
与
問
題

は
、
今
後
も
民
間
団
体
と
話
し
合
っ
て
い
く
。
マ

ン
シ
ョ
ン
問
題
は
、
区
民
の
航
場
に
立
っ
て
解
決

に
努
力
し
た
い
。
小
田
急
線
問
題
は
、
住
民
の
意

向
を
十
分
把
握
し
た
上
で
、
対
応
し
た
い
．
相
談

事
業
は
、
窓
口
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
区
民
に

利
用
し
や
す
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

自
民
　
国
の
内
外
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
が
、
来
訪
者
に
は
丁
重
な
対
応
を
心
が
け
よ
。

区
長
　
来
訪
目
的
に
合
わ
せ
た
受
け
入
れ
態
勢
を

充
実
し
、
一
層
の
友
好
関
係
を
築
い
て
い
く
。

社
会
　
二
十
三
区
を
統
廃
へ
口
し
た
り
財
政
調
整
権

の
一
部
を
都
に
残
す
都
制
度
改
革
案
は
、
区
の
白

治
権
を
否
定
す
る
も
の
だ
。
都
に
再
考
を
求
め
よ
。

区
長
　
区
を
独
立
し
た
「
市
」
に
し
て
い
く
た
め
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く
。

自
民
　
選
挙
の
投
票
率
が
当
区
は
き
わ
め
て
低
い
。

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
投
票
率
の
向
上
を
図
れ
。

区
長
　
区
民
の
認
識
を
高
め
る
よ
う
、
今
後
と
も

努
め
て
い
く
．

無
・
社
民
ク
　
建
設
重
定
の
美
術
館
に
収
蔵
す
る

近
術
品
は
、
専
門
家
の
趣
味
の
み
で
選
ぶ
の
で
は

な
く
、
素
人
の
声
も
生
か
し
な
が
ら
、
よ
い
も
の

を
少
し
ず
つ
集
め
て
い
け
。
ま
た
、
美
、
術
館
へ
の

足
の
便
や
駐
車
場
の
確
保
に
も
力
を
入
れ
よ
。

助
役
　
総
務
部
長
　
高
度
な
専
門
性
が
必
要
な
の

で
導
門
家
に
よ
る
委
員
会
を
設
け
て
収
集
し
て
い

る
が
、
議
会
の
意
見
も
尊
重
し
て
い
く
。
バ
ス
路

線
の
新
設
な
ど
を
関
係
者
と
相
談
中
だ
．
駐
車
場

は
、
隣
接
施
設
の
借
用
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

夜
間
や
休
白
の

防
災
態
勢
を

整
備
せ
よ

公
明
　
夜
問
や
休
日
の
災
害
時
に
、
区
が
管
理
し

て
い
な
い
広
域
避
難
場
所
や
、
小
・
中
学
佼
で
の

受
け
人
れ
態
勢
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。
災
害
対

策
本
部
の
要
員
確
保
は
万
全
か
。

助
役
　
生
活
環
境
部
長
　
各
施
設
の
管
理
者
と
十

分
協
議
す
る
。
本
部
機
能
の
充
実
、
に
努
め
る
。

自
民
　
防
災
対
策
で
は
、
ま
ず
区
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
が
大
切
だ
。
区
は
ど
の
よ
う
な
基
本
理
念

で
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
地
域
団
体
の
自
主
的
な

防
災
訓
練
に
、
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
区
の
態
勢

を
整
え
よ
。
消
防
団
員
な
ど
に
も
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
せ
よ
。

倒
れ
そ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
生
け
垣
化
を
徹
底
的

に
進
め
よ
。
延
焼
防
止
の
た
め
に
も
緑
化
を
促
進

せ
よ
．
過
去
の
大
F
し
災
の
教
訓
を
ト
分
生
か
せ
る

よ
う
、
郷
察
署
、
消
防
署
、
地
域
団
体
な
ど
と
の

連
携
を
密
に
し
て
、
防
災
体
制
の
確
凱
を
図
れ
。

助
役
　
生
活
環
境
部
長
「
安
心
し
て
住
め
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
災
害
に
潮
ち
向
か
う

強
い
区
民
の
育
成
」
を
理
念
と
し
て
い
る
。
地
域

団
体
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
訓
練
の
成
果
が
ヒ

が
る
よ
う
努
め
る
。
生
け
垣
化
を
進
め
る
た
め
、

P
R
や
融
資
制
度
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。
小
・

巾
学
校
の
生
け
垣
・
フ
ェ
ン
ス
化
は
、
6
1
年
度
に

完
．
」
の
重
定
だ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

て
、
協
力
体
制
の
確
曙
に
努
め
て
い
く
．

花
の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ

自
民
　
ス
イ
ス
や
ド
イ
ツ
の
都
市
で
は
花
が
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
。
当
区
で
も
公
共
施
設
や
小
・
中

学
校
は
も
ち
ろ
ん
町
に
花
を
植
え
や
す
い
環
境
を

つ
く
れ
。
ま
た
、
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
意
識
の
高

揚
も
図
り
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
展
開
せ
よ
，

生
活
環
境
・
学
校
教
育
部
長
　
公
共
施
設
や
小
・

巾
学
校
の
緑
化
事
業
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
」
の
協
力
を
艀
て

花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
、

公
明
　
高
速
3
口
σ
線
の
防
音
照
設
置
問
題
の
解
決

に
、
区
も
努
力
せ
よ
。

助
役

砂

住
民
の
八
口
意
形
成
に
努
め
て
い
く
。

触
紬

自
民
　
自
動
巾
公
害
の
ひ
ど
い
環
7
沿
道
の
整
備

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
．

助
役
　
現
況
調
査
の
際
に
住
民
の
意
向
を
把
握
し

て
、
実
効
あ
る
計
画
づ
く
り
を
進
め
る

デ
イ
ケ
ア
施
設
を

早
急
に

建
設
せ
よ

共
産
　
老
人
対
策
で
は
、
デ
イ
ケ
ア
施
設
な
ど
の

建
設
が
緊
急
な
課
題
だ
，
都
市
型
老
人
施
設
の
建

設
を
計
画
し
て
い
る
が
、
一
日
も
早
く
実
現
せ
よ
．

そ
の
際
、
体
の
不
自
由
な
老
人
が
自
分
で
人
浴
で

き
る
浴
室
な
ど
を
備
え
た
ロ
ン
ド
ン
の
施
設
を
参

考
に
し
て
、
デ
イ
ケ
ア
機
能
を
ト
分
組
み
人
れ
て

い
け
．
八
幡
山
に
、
カ
所
建
設
す
る
だ
け
で
は
対

応
し
き
れ
な
い

増
没
や
既
停
の
区
施
設
へ
の
併
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鍍
，

こ牝賎

爆代

・
騰
ジ
、

瀬

設
、
民
問
施
設
の
借
り
上
げ
な
ど
も
考
え
よ
。

助
役
　
既
存
施
設
の
有
効
利
用
や
民
聞
施
設
の
活

用
な
ど
で
、
老
人
の
実
態
に
合
っ
た
デ
イ
ケ
ア
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

公
明
　
ひ
ま
わ
り
荘
の
玄
関
先
に
雨
よ
け
を
設
け
、

駐
嘩
場
も
広
げ
よ
。
送
迎
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
や

停
留
所
の
改
善
に
も
努
め
よ
。

福
祉
部
長
　
今
後
と
も
改
蕩
に
努
力
す
る
、

社
会
　
国
は
医
療
保
険
制
度
を
改
．
悪
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
関
係
機
関
に
反
対
を
申
し
人
れ
よ
。

助
役
　
国
保
の
現
行
負
担
率
の
確
保
を
国
、
都
に

要
望
し
た
．

共
産
　
障
害
者
に
と
っ
て
働
く
こ
と
は
大
変
な
喜

び
だ
が
、
就
労
の
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
実

情
だ
。
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
障
害
者
の
個
性

や
身
体
に
合
っ
た
仕
事
が
で
き
る
総
へ
口
的
な
就
労

施
設
を
建
設
せ
よ
。
ま
た
、
梅
丘
保
健
所
の
移
転

跡
地
に
、
精
神
障
害
者
の
た
め
の
治
療
設
備
も
備

え
た
就
労
施
設
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

助
役
　
福
祉
工
場
な
ど
を
備
え
た
総
A
H
的
な
施
設

の
建
設
計
画
は
な
い
が
、
鳥
山
地
区
に
福
祉
作
業

所
を
建
設
中
で
あ
り
、
岡
本
地
区
に
も
通
所
授
産

施
設
の
建
設
を
．
r
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
就
労
機

会
の
拡
大
に
も
努
め
る
。
楕
神
障
害
者
の
た
め
の

施
設
は
困
難
な
問
題
も
多
い
が
、
当
而
、
保
健
所

で
作
業
訓
練
事
業
を
実
施
し
た
い
。

自
民
　
増
加
す
る
痴
果
性
老
人
の
た
め
に
、
．
時

保
護
施
設
が
必
要
だ
。
民
問
施
設
の
借
り
L
げ
や

運
営
の
委
託
方
式
の
活
用
も
考
え
て
設
け
よ
。
ま

た
、
経
費
は
受
益
者
負
担
を
原
則
と
し
て
い
け
。

助
役
　
計
画
中
の
都
市
型
老
人
施
設
へ
の
併
設
や

民
間
施
設
の
活
用
な
ど
の
対
策
を
研
究
し
て
い
く
。

負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
住
民
本
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
街
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
進
め
よ

社
会
　
国
は
宅
地
開
発
の
規
制
緩
和
を
求
め
て
い

る
が
、
区
は
住
民
本
位
の
街
づ
く
り
を
進
め
よ
。

ま
た
、
谷
沢
川
の
改
修
計
画
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

助
役
　
土
木
部
長
　
現
行
の
要
綱
を
運
用
し
て
い

く
が
、
街
づ
く
り
の
基
本
な
の
で
慎
重
に
対
応
す

る
．
谷
沢
川
の
、
．
段
河
川
の
実
現
は
む
ず
か
し
い

よ
う
だ
。
卜
．
流
部
は
6
0
年
度
か
ら
魅
備
し
て
い
く
、

自
民
　
ド
北
沢
の
再
聞
発
で
は
、
何
よ
り
も
小
田

急
線
の
”
開
か
ず
の
踏
切
”
の
解
消
が
必
要
だ
、

立
体
交
差
化
に
向
け
、
住
民
意
識
調
査
、
国
や
都

へ
の
働
き
か
け
を
早
急
に
行
え
、
「
北
沢
地
区
防
災

ま
ち
づ
く
り
」
と
の
連
携
や
完
成
時
ま
で
の
暫
定

措
置
も
講
じ
て
い
け
。

助
役
　
立
体
化
は
、
ま
ず
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
技
術

面
で
ト
分
検
討
し
た
上
で
、
住
民
の
意
向
を
調
査

し
た
い
。
国
や
都
の
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
働
き

か
け
て
い
く
．
防
災
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
計
画
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
暫
定
措
置

に
も
ト
分
意
を
用
い
て
い
く
。

共
産
　
最
近
、
都
の
風
致
地
区
条
例
の
盲
点
を
つ

い
て
、
日
照
阻
害
や
地
盤
沈
下
な
ど
の
被
害
を
住

民
に
与
え
る
建
築
物
が
見
ら
れ
る
。
建
築
申
請
の

際
に
、
区
が
住
民
の
へ
口
意
を
得
た
り
、
申
請
地
域

の
実
態
を
調
査
し
て
都
に
意
見
を
提
出
す
る
な
ど
、

対
応
策
を
考
え
よ
。

建
築
部
長
　
周
囲
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎

重．

に
取
り
扱
う
よ
う
都
に
申
し
入
れ
た
い
。

公
明
　
公
園
や
緑
道
の
排
水
設
備
の
改
善
、
段
差

の
解
消
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
よ
。
農
業
公

園
や
小
広
場
の
建
設
計
画
を
示
せ
。
呑
川
緑
道
の

未
整
備
部
分
の
整
備
を
進
め
、
緑
道
と
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
公
園
や
緑
道
の
整
備
に
努
め
る
。

農
業
文
化
を
区
民
に
伝
え
る
た
め
農
業
公
園
を
、

コ
、
・
三
ニ
テ
f
醸
成
の
た
め
小
広
場
を
計
画
中
だ
。

校
長
の
指
導
力
を

十
分
に

発
揮
さ
せ
よ

無
・
社
民
ク
　
学
校
で
の
授
業
の
進
め
方
を
初
め
、

情
操
教
育
、
国
旗
掲
揚
や
国
歌
斉
唱
、
政
治
的
中

就
を
守
っ
た
子
供
本
位
の
P
T
A
活
動
な
ど
の
た

め
、
校
長
は
教
師
や
父
母
に
対
す
る
指
導
力
を
遺

憾
な
く
発
揮
せ
よ
．
ま
た
、
学
校
に
よ
っ
て
施
設

に
差
が
あ
り
過
ぎ
る
の
で
、
総
点
検
を
実
施
し
、

必
要
な
個
所
は
積
極
的
に
補
修
し
て
い
け
。

教
育
長
　
信
念
を
持
っ
て
学
校
経
常
に
当
た
れ
る

校
長
の
育
成
に
努
力
す
る
。
施
設
は
、
緊
急
度
の

高
い
も
の
か
ら
改
醤
し
、
格
差
を
是
正
し
て
い
く
。

共
産
　
ス
ホ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
小
・
中
学
校

の
校
庭
や
体
育
館
を
開
放
し
て
い
る
が
、
美
術
や

貯
楽
な
ど
を
楽
し
む
区
民
も
多
い
の
で
、
一
般
教

室
や
音
楽
室
の
開
放
も
考
え
て
は
ど
う
か
、

教
育
長
　
図
書
室
や
教
室
を
含
め
、
効
果
的
な
学

校
施
設
の
開
放
を
検
討
中
だ
。
、

社
会
　
教
育
広
報
紙
『
せ
た
が
や
の
教
育
』
の
発

行
が
年
二
回
で
は
少
な
い
。
四
回
に
ふ
や
せ
。

教
育
長
　
区
民
に
開
か
れ
た
教
育
を
目
指
し
、
内

容
の
充
実
や
発
行
方
法
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

ク

、
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審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
四
件

◇
ワ
ン
ル
ー
ム
リ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
に
関
す

　
る
請
願

◇
ワ
ン
ル
ー
ム
リ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
硯
制
に
関
す

　
る
陳
情

　
ー
以
ヒ
の
．
、
件
に
は
、
「
区
は
早
急
に
対
応
策

　
　
　
を
検
討
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
つ
け
ら

　
　
　
れ
た
．

◇
教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
請
願

　
ー
ー
「
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
願
意
に
沿
う
よ

　
　
　
う
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
つ
け
ら

　
　
　
れ
た
「

◇
体
育
館
改
築
に
関
す
る
請
．
願
（
芦
花
巾
学
校
）

　
　
　
「
全
体
刮
画
の
中
で
状
況
に
応
じ
た
幣
備

　
　
　
促
准
に
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
つ

　
　
　
け
ら
れ
た
．

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
二
件

○
大
型
問
接
税
導
へ
反
対
に
関
す
る
請
願

○
世
田
谷
区
の
平
和
官
．
．
．
．
口
を
求
め
る
請
願

■
区
民
生
活
委
員
会
へ
付
託
一
件

O
便
用
済
み
乾
電
池
の
処
理
に
関
す
る
陳
悟

■
福
祉
保
健
委
員
会
へ
付
託
　
七
件

○
未
就
学
児
フ
ッ
化
物
塗
布
事
業
の
拡
充
に
関
す

る
請
願

O
医
療
保
険
制
度
改
革
反
対
に
関
す
る
請
願

O
婦
人
会
館
増
設
等
に
関
す
る
陳
悟

O
健
康
保
険
改
臣
反
対
に
関
す
る
請
．
願

O
医
療
保
険
の
抜
本
改
悪
反
対
と
充
実
改
鰐
を
求

め
る
請
願

O
野
良
猫
・
野
良
犬
対
策
に
関
す
る
請
願

O
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
設
塑
に
関
す
る
請
願

■
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
十
六
件

O
仮
称
尾
山
台
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る

　
陳
情
（
等
々
力
κ
f
目
器
）

O
ワ
ン
ル
ー
ム
リ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
反
対
に

関
す
る
陳
情

⇔
仮
称
L
馬
共
同
住
宅
建
設
に
関
す
る
請
願
（
L

　
馬
．
．
r
目
2
2
）

O
公
共
大
型
駐
嘔
場
設
置
等
に
関
す
る
請
願
（
一
、
．

軒
茶
屋
地
区
）

0
ヒ
、
・
、
コ
コ
ー
ト
経
堂
第
．
．
建
設
に
関
す
る
請
願

　
（
経
堂
．
．
：
～
目
3
1
）

O
失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
に
関
す
る
請
願

O
篭
．
、
ヒ
、
・
∋
コ
ー
ト
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　
（
南
鳥
山
六
r
目
1
6
）

⇔
公
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
南
鳥
山
六
．
」
目
1
6

番
地
域
）

○
仮
称
祖
師
谷
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
建
設
反
対
に
関
す

　
る
請
願
（
祖
師
谷
．
r
目
3
）

、
り
仮
称
給
田
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
陳

　
悟
（
給
田
．
．
、
J
目
訓
）

0
失
対
就
労
者
年
友
手
当
等
に
関
す
る
請
願

O
失
対
就
労
者
年
戒
手
当
專
に
関
す
る
請
願

［4F」

＝

＝
＝

人
事
委
員
会
勧
告
の
実
施
を
求
め
る
要
望
書

（
．
要
旨
）

　
特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
1
0
月
1
8
日
、
一
、
卜

三
区
長
と
区
議
会
議
長
に
六
・
四
、
吻
の
給
与

引
き
上
げ
勧
告
を
行
っ
た
、

　
し
か
し
政
府
は
、
1
0
月
2
1
日
、
衣
年
の
人
事

院
勧
告
六
・
四
じ
％
を
尺
幅
に
下
回
る
「
．
、
％

改
定
」
を
閣
議
決
定
し
た
”

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
務
員
は
、
5
7
年
度

分
賃
金
引
き
ヒ
げ
の
、
．
年
連
続
凍
結
と
な
り
、

そ
の
生
活
は
．
層
圧
迫
さ
れ
て
き
て
い
る
．

　
5
7
年
勧
告
の
凍
結
に
よ
っ
て
、
公
務
員
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
年
金
生
活
者
な
ど
、
国
民
生

活
全
般
に
わ
た
っ
て
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て

き
て
い
る
．

　
衣
来
人
事
院
勧
告
制
度
は
、
公
務
員
の
労
働

基
本
権
制
限
の
代
償
措
置
と
し
て
存
し
て
お
り
、

安
定
し
た
労
使
関
係
の
維
持
に
寄
与
す
る
重
要

な
意
義
を
有
し
て
い
る

　
従
っ
て
、
世
田
谷
区
議
会
と
し
て
は
、
特
別

区
長
会
が
人
事
委
員
会
勧
告
を
尊
重
し
、
早
期

実、

施
に
最
大
限
の
努
力
を
す
る
よ
う
要
望
す
る

　
5
8
年
n
月
M
日
提
出
　
n
月
2
9
口
議
会
報
告

特
別
区
長
会
会
長
あ
て

O
仮
称
ヒ
ミ
コ
コ
ー
ボ
祖
師
谷
大
蔵
建
設
反
対
に

　
関
す
る
請
願
（
祖
師
谷
一
、
、
r
目
6
）

〇
仮
称
タ
ウ
ン
ハ
イ
ツ
鉦
川
台
建
設
反
対
に
関
す

　
る
請
願
（
旺
川
台
、
．
r
目
1
5
）

O
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
砧
じ

　
．
」
目
1
2
）

O
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
．
、
、
軒
茶
屋
．
、
r
目
4
1
）

■
交
通
対
策
委
員
会
へ
付
託
四
件

O
小
田
急
線
高
架
化
促
進
に
関
す
る
請
願

O
小
田
急
線
高
架
化
促
進
に
関
す
る
請
願

O
小
旧
急
線
高
架
化
促
進
に
関
す
る
請
願

O
小
田
急
線
高
架
化
促
進
に
関
す
る
請
願

　
区
議
会
に
請
願
（
陳
情
）
を
提
出
さ
れ
る
方
は
、

次
の
．
要
領
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
　
請
願
は
史
踵
（
邦
文
）
で
提
出
し
て
く
だ
さ

2
　
題
名
、
要
旨
及
び
理
由
を
醇
い
て
く
だ
さ
い
。

　
・
内
容
は
、
な
る
べ
く
区
の
仕
事
に
関
す
る
も

　
　
の
か
、
関
係
機
関
に
意
見
書
な
ど
を
提
出
し

　
　
て
解
決
を
求
め
る
よ
う
な
、
地
域
の
公
益
に

　
　
関
す
る
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
要
旨
は
重
要
な
部
分
な
の
で
、
理
解
し
や
す

　
　
い
平
易
な
文
章
で
、
理
由
や
説
明
を
は
っ
き

　
　
り
と
酪
い
て
く
だ
さ
い
、
二
つ
以
L
の
説
明

　
　
を
載
せ
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
ω
…
、
働
…
、

　
　
の
よ
う
に
個
条
書
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
施
設
の
建
設
な
ど
場
所
に
関
す
る
請
願
に
は
、

　
　
案
内
図
や
略
図
な
ど
の
参
考
資
料
を
添
付
し

　
　
て
く
だ
さ
い
．

3
提
出
年
月
日
、
請
願
者
の
住
所
氏
名
を
記
載

　
の
ヒ
、
捺
印
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
住
所
氏
名
は
、
審
議
結
果
を
通
知
す
る
た
め

　
　
に
も
必
．
要
で
す
か
ら
、
郵
便
番
号
、
電
話
番

　
　
号
も
忘
れ
ず
に
淋
い
て
く
だ
さ
い
。
法
人
な

　
　
ど
団
体
の
場
へ
口
は
、
名
称
、
事
務
所
の
所
在

　
　
地
以
外
に
、
代
表
苦
の
住
所
氏
名
、
捺
印
が

　
　
必
要
で
す

　
・
請
．
願
者
が
多
い
と
き
に
は
、
請
願
醇
の
末
尾

㎜
⑪
萎
民
話
と
伝
説
骸
…
蕎
讃
周
絹
棚
劉
刊
…
－
，
…

》　　｝｝　　　｝　　脚一一
森
の
中
の

や
さ
し
い
お
姫
さ
ま

　
野
毛
に
は
、
奥
深
く
ま
で
森
が
続
く
丘
が
あ
り

ま
し
た
。
泉
が
あ
っ
た
り
、
滝
の
音
が
聞
こ
え
た

り
す
る
静
か
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
そ
の
中
に
、
東
の
国
で
は
珍
し
い
、
目
を
み
は

る
ば
か
り
の
白
く
て
美
し
い
お
城
が
あ
り
ま
し
た
。

お
城
に
は
上
品
な
お
殿
さ
ま
と
奥
方
さ
ま
に
育
て

ら
れ
た
、
美
し
い
お
姫
さ
ま
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
お
姫
さ
ま
は
、
や
さ
し
い
心
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
森
の
小
鳥
や
動
物
た
ち
に
も
た
い
へ
ん
し
た

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
と
に
リ
ス
は
、
お
姫
さ
ま

に
い
つ
も
つ
き
そ
い
、
お
供
を
し
た
り
、
お
使
い

ま
で
も
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
お
姫
さ
ま
は
、
京
の
翫
の

商
い
お
殿
さ
ま
に
の
ぞ
ま
れ
、
お
嫁
に
行
く
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　
お
姫
さ
ま
は
、
こ
の
こ
と
を
リ
ス
に
う
ち
あ
け

ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
リ
ス
は
、
た
い
へ
ん
に

悲
し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
涙
が
出
る
の
を
小
さ

な
手
で
お
さ
え
な
が
ら
、
森
の
中
に
消
え
て
い
き

ま
し
た
．

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
リ
ス
は
森
の
動
物

た
ち
を
大
ぜ
い
つ
れ
て
、
森
の
中
で
集
め
た
た
く

さ
ん
の
薬
草
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。
お
雄
さ
ま
が

遠
い
京
へ
行
く
と
い
う
の
で
、
ど
ん
な
病
も
治
す

薬
を
お
く
ろ
う
と
、
み
ん
な
で
相
談
し
て
持
っ
て

き
た
の
で
し
た
．

　
お
姫
さ
ま
は
た
い
へ
ん
喜
び
ま
し
た
。
そ
し
て

β
レ
‘
か
レ
レ
レ
）
レ
｝
レ
）
）
レ
レ
夢
レ
｝
レ
ー
レ
鼻
レ
レ
レ
ぢ
レ
レ
シ
》
ト
レ
ト
》

　
　
に
署
名
簿
を
添
え
、
表
紙
に
は
代
表
者
だ
け

　
　
を
記
載
し
、
外
○
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

4
　
請
願
踵
に
は
、
そ
の
表
紙
に
紹
介
議
員
、
一
人

　
以
ヒ
の
署
名
ま
た
は
記
名
捺
印
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
陳
情
爵
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

5
　
請
願
酪
の
提
出
は
、
な
る
べ
く
区
議
会
に
直

　
接
持
参
さ
れ
る
か
、
紹
介
議
員
を
通
じ
て
行
っ

　
て
く
だ
さ
い
．

6
　
請
願
菖
は
い
つ
で
も
受
理
し
ま
す
が
、
な
る

　
べ
く
定
例
会
の
開
会
ま
た
は
閉
会
の
瓦
日
ぐ
ら

　
い
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
度
は
、
み
ん
な
に
お
返
し
を
し
よ
う
と
、
ク
リ

や
ア
ケ
ビ
、
ク
ル
、
・
、
な
ど
を
取
り
に
森
の
が
け
道

を
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
ち
が
っ

て
足
を
す
べ
ら
せ
、
滝
つ
ぽ
に
落
ち
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
そ
の
音
を
聞
い
た
動
物
た
ち
は
、
滝
つ
ぼ
の
ま

わ
り
に
集
ま
り
、
力
を
あ
わ
せ
て
す
ば
や
く
助
け

だ
し
ま
し
た
ジ
ー
　
　
　
、
ノ

　
　
　
　
　
　
　
｝
・
－
－
テ
ー
』
』
詳
．
｝
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
－
『
ハ
．
．
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

、黛

濃夢 劇

　
キ
ツ
ネ
や
シ
カ
や
リ
ス
は
、
お
姫
さ
ま
に
肌
を

よ
せ
あ
っ
て
温
め
、
小
鳥
た
ち
は
、
乾
い
た
落
葉

を
運
ん
で
き
て
、
体
に

か
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
＼
・
、
．
ノ

　
　
　
　
　
　
い
ひ
オ
け
ん

め
い
動
物
捷
ち
が
一
生
懸
画
、
急
、
〆

命
に
介
抱
し
た
お
か
げ
　
／
　
r

、
、

　
　
　
　
　
．
．
欝
－
、
　
　
3
、
覧

　
　
　
　
二
ー
『
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
タ
ド
ヤ
ハ

　
　
　
　
　
麟
繋
締
κ
』
認

　
　
　
　
　
　
ヤ
p
　
曜
い
－

　
　
　
　
　
　
　
㌧
昌
轟
・
＾
嫌
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
へ

轟
蕪
嚥
♂
　
　
〉

饗
嬉
窮
　
ー

5
、
府
憤
喫
獣

　
　
、
一
ご
・

　
　
　
　
　
　
懸
・
審

　
　
　
　
　
鍛
、
確
　
　
　
／

　
　
　
　
読
鵬
欝
“
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
継

細』驚，ll

∵鑓繋辱シ
轟　ち6“　　卜・！
　構　■・　㌧　　　一曳

　
　
　
　
　
噂
　
　
衡

穆
Q
　
」
、

　
●
｝
へ
．
、
k

（
い
．

　
　
で
」

　
　
．
糟
y

・
〆
璽
拙
姫
さ
ま
は
目
を
さ

　
　
ま
し
ま
し
た
。

　
，
「
お
姫
さ
ま
は
森
の
お
姫

、
ざ
ま
だ
」

　
　
「
京
な
ど
に
行
か
な
い

と
、
動
物
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
て
い
い
ま
し
た
。

　
お
姫
さ
ま
は
、
み
ん
な
の
顔
を
み
ま
わ
し
た
あ

と
、
に
っ
こ
り
笑
っ
て
う
な
ず
き
ま
し
た
。

」総

‘
3
3
‘
｝
》
彦
～
ポ
；
‘
ト
ヒ
レ
唐
レ
彦
き
蓼
‘
ト
レ
き
多
；
3
｝
ε
卜
9
レ
き
彦
彦
ド
レ
き
～
ヒ
9
ヒ
9
）
蓄
》
レ
』
」

　
　
　
　
　
　
　
請
願
書
の
書
き
万
（
例
）

「
特
別
区
を
市
に
す
る
た
め
の
促
進
大
会
」

特
別
区
議
会
で
は
、
「
市
制
」
実
現
を
目
指
し
て
、

2
月
2
日
、
九
段
会
館
で
促
進
大
会
を
開
き
ま
す
。

（衰　紙〕

が
開
か
れ
ま
す

（本　文）

紹
介
議
員
氏
名

　
署
名
ま
た
は
記
名
捺
印

・
に
関
す
る
請
願
書

代
　
　
f
所

氏
名

電
活
番
号

外
　
　
名

要
旨

：
に
関
す
る
請
願
書

111

川

谷
1×

議
会

議
長

殿

○
新
年
お
め
で
と
う
O
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
よ

い
お
正
月
を
お
過
こ
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

0
4
8
年
7
月
か
ら
連
載
し
て
い
る
「
せ
た
が
や
の

鰻
雛
静
旋
繁
融
縮
斜
瞥
磯

ま
す
．
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
、
家
族
そ
ろ
っ
て
民

話
の
世
界
に
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
今
年
も
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
『
区
議
会
だ
よ

り
』
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
O
意
見
、
O

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

区
議
会
事
務
局
（
把
）
一
、
一
一
　
内
線
獅
ー
腓

・
患
．
醗
溜
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